
 

今回の肝臓病教室は、昨年度 web 配信し好評をいただいた第 16 回肝臓病教室を紙面にまとめ紙面肝

臓病教室として開催いたします。皆様の肝臓の健康のお役に立てることができればと考えています。 

 

 

                                                     

  

脂肪肝になると ダムの調節が効きにくくなり、水があふれやすくなる。 

第 20回 東北大学病院 肝臓病教室 

第 16回 テーマ：『糖尿病と肝臓病の関係』  講師：消化器内科 佐野 晃俊先生 

糖尿病と肝臓病って 

関係あるの？ 

実は…。 

糖尿病も肝臓病も 

 メタボリックシンドローム（メタボ） 

が関係している疾患です。 

☆ メタボリックシンドロームで最も重要な病気が 糖尿病 です。 

血糖値を下げるホルモン（インスリン）がうまく働かず血糖値が上がる病気 

☆ 肝臓では脂肪肝を引き起こします。 

本来は脂肪の貯まらない肝臓に 

脂肪が貯まる病気 

フォアグラはガチョウやアヒルを強制給

餌により太らせ脂肪肝にしたものです。 

糖尿病と肝臓病の前にメタボリックシンドロームについて説明します！！ 

メタボリックシンドロームは生活習慣病とも言われ、食べすぎ、運動不足などが原因となりお腹周りが出てきます。

メタボリックシンドロームは、肥満を中心に様々な病気を引き起こします。 

 

 

肝臓が悪いと糖尿病になりやすい？ 肝臓には血糖を蓄えることによって、 

体内の血糖値を安定させる作用があります。 肝臓を血糖のダムに例えてみると 

↑ダムが大きくしっかりしている

と、必要な量だけ水（血糖）を流せ

る。（血糖が安定する） 

血糖 

ダムが小さい（肝臓が弱ってる）と、

貯水量も少なく、あふれやすい（血

糖値が変動しやすい）。↓ 

肝臓に病気がない場合 

血糖 

ダムの放水量の抑制役のインスリンが放出せず、水が

あふれ流出しやすくなる（血糖が変動する）。↑ 

インスリン 

（放水量の抑制役） 

肝臓病と糖尿病 

関係ありますね！ 



 

 

                                                                                                                                                                                                              

☆脂肪肝は悪化すると肝硬変・肝癌の原因にもなります。 

健康な肝臓 脂肪肝（NASH） 肝硬変 肝癌 

肝癌 

☆ 肝硬変とは？ 

慢性疾患によるダメージ 

正常の肝臓 

 
本来は柔らかい 

肝硬変 

肝臓が硬くなる 

線維化 

様々な症状の例 

糖尿病と脂肪肝の治療法は？ 

☆糖尿病の治療 

まずは、食事・運動療法

を行い、それでも血糖

値が不安定な場合は複

数の薬剤投与やインス

リンの注射が必要とな

る可能性があります。 

☆脂肪肝の治療 

脂肪肝に対する治療薬はまだありません。（一部の糖尿

病や高脂血症の薬が間接的に効くと言われています）。 

☆糖尿病も脂肪肝も基本は食事!!  

太らない、減量することが重要です。 

・基本はバランスの取れた食事、定期的な運動で太らな

い、減量することが重要です。 

・糖質や脂質を抑えた食事を目指しましょう!! 

・肝臓への負担の大きい果糖（フルクトース）の豊富な清

涼飲料水、油脂を生成・加工するときに生じるトランス脂

肪酸（動脈硬化や脂肪の悪化をさせる）の豊富な菓子パン

やお菓子、ファーストフードは控えましょう。 

控えましょう 

肝疾患相談室では、肝臓に関するいろいろなご相談をお電話またはご面

談にてお受けしております。☎022-717-7031  窓口受付時間：月～金

（病院の休日を除く）9:00～16:00 お気軽にどうぞ！  

発行：東北大学病院 肝疾患相談室 

進行 

ぼっーとした

り、普段取らな

い行動をとる。 

 

☆日本人の脂肪肝の特徴 

アメリカなどの海外の方の方が太っている人が多いから、 

日本人の脂肪肝は大したことないのでは？と思いますが、 

日本人は脂肪肝の悪化しやすい遺伝子を持った人が多いの

で、十分注意が必要です。 

＊薄い青色が悪化しやすい遺伝子を持った人です。 

低糖質＋低脂質＋高蛋白・野菜 


